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本資料は、何らかの有価証券の勧誘を構成するものではありません。本資料およびその内容は、いかなる契約または確約の根拠となりません。本資料の受領者は、本要約の内容を
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本資料およびその内容は機密情報であり、当社グループの書面による事前同意を得ることなく、全部または一部を複製、公開、その他の形で配布してはなりません。当該資料は、い
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免責事項



肥満領域におけるパイプライン進捗と戦略

3

✓ 過去12か月間に亘り、広範な肥
満のパイプライン開発に尽力

✓ 7つの肥満領域でのプログラム開
発（GLP-1, GIP, Apelin, Amylin）
が進行中

・4つの低分子作動薬

         （GLP-1,GIP, Apelin, Amylin）

・1つの低分子拮抗薬（GIP）

・2つの長時間作用型プログラム（非開示）

✓ 当社はGLP-1受容体とペプチド作
動薬との結合構造を世界初解明。

次世代のベストインクラス候補開

発における優位性を確保

肥満/慢性的な体重管理に対する
自社開発パイプラインの開示

✓ 長期的な体重管理：注射剤に続く

治療選択肢、容易な用量設定等

の利便性

✓ 肥満に関連する重大な合併症を

標的：心血管疾患、腎疾患、肝疾

患や新たな適応症への治療効果

の改善

✓ 副作用低減と治療が困難な患者

への拡大

✓ 筋肉量の維持

次世代の肥満薬薬ニーズに

合わせた開発戦略

PF’522がポートフォリオの変更により
開発中止を発表

✓ Pfizerはポートフォリオの変更
（安全性上の問題ではない）によ

り経口GLP-1薬PF’522の開発中
止を発表

✓ PF’522中止に伴う当社の減損影
響はなく、当期業績に与える影響

もない

✓ PF’522も含めたPfizerが発見・保
有するGLP-1作動薬の開発方針
について、協議を開始する予定



主なパイプライン（今後の見通し含む） 

提
携

自
社
開
発

基礎～前臨床 フェーズ2 申請フェーズ3 上市済み

GPR52作動薬NXE’149
統合失調症

EP4作動薬NXE’744
炎症性腸疾患

ピヴラッツ®

脳血管攣縮

クービビック® 
不眠症

EP4拮抗薬NXE’732
進行性固形がん

シーブリ他
COPD/喘息

M4作動薬NBI’568
双極性障害

M1M4作動薬NBI’570 
統合失調症

OX2作動薬ORX750
ナルコレプシー

MC4拮抗薬PF’669
低栄養

CCR6拮抗薬PF’894
炎症性腸疾患

mGlu5 NAM TMP-301
アルコール依存症

GLP-1作動薬PF’522
慢性的な体重管理

M1作動薬NBI’567 
神経疾患

M4作動薬NBI’569 
神経疾患

フェーズ1

A

A

M4作動薬NBI’568
統合失調症

10以上のプログラム

• 免疫疾患
• 神経疾患
• 消化器系疾患
• 代謝性疾患

15以上のプログラム

創薬提携

糖尿病/代謝性疾患

神経疾患

技術提携

AI創薬

神経疾患/自己免疫疾患

:独占的ライセンスインオプション

:独占的ライセンスアウトオプション

A

J :日本での権利を自社で保有

: APAC* での権利を保有

Cenerimod 
SLE

Lucerastat
ファブリー病

A

A

mGlu5 NAM TMP-301
コカイン依存症

2025年下期

2025年下期

2026年
(現在の試験は2025年に完了)

2025年上期

:25年中に患者データ公表の可能性

J
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* APAC（中国を除く）には、日本、韓国、オーストラリア、ブルネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、ミャンマー、 ニュージーランド、フィリピン、シンガポール、台湾、タイ、ベトナムを含む
*NXE0039732（EP4拮抗薬）は導出品ではないため自社品として分類。2022年に締結した臨床試験およびライセンス契約に基づき、Cancer Research UKが第Ⅰ/Ⅱa相臨床試験の資金拠出、デザインおよび実施を担
い、当社がその後の臨床開発・商業化に向け、本剤に対するこの試験結果のライセンスを保有。

OX2作動薬ORX142
神経/神経変性疾患

Pfizer社がポートフォリオ変更により開発中止、GLP-1作動薬の開発方針を協議予定
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• 当社は経口医薬品に注力
✓ 患者への利便性向上 – コールドチェーンが不要
✓ 新興市場・プライマリーケアへのアクセス向上

✓ 多剤併用療法の実現

✓ 注射剤と比較した原価低減

✓ 保険償還におけるメリット

• 当社はGLP-1、GIP、Amylin、Apelinを標的とした複

数のプログラムを推進。提携交渉も進行中

• Eli Lillyとの提携で開発マイルストン達成（金額、
ターゲット詳細は非開示）。2022年に総額マイルス

トン最大694百万米ドルの契約を締結

肥満・慢性的な体重管理に対する広範な自社パイプラインを開示
当社は肥満領域の自社開発で7プログラムが進行中

メカニズム 経口剤*

GLP-1 ag 21

GIP ag/ant 1

Amylin ag 1

Apelin ag 0

Other 1 (非開示)

ハイライト肥満領域の開発品動向（臨床以降）

出所: 明日の新薬より作成
経口*：臨床以降のパイプラインを記載
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Questions?



NxWaveTM プラットフォームにより既存製剤を超える肥満領域での拡大を目指す

7

新規経口GLP-1作動薬を主軸に、さらに6つの革新的なプログラムを推進

NxWaveTM のSBDD創薬により次世代経口肥満薬を創製

• 合成が複雑
• 製造コストが高い

• 安全性フラグ
• 肝毒性リスク

~20% Orfor-like                     ~80% Danu-like

NxStaRTM

✓ DNA encoded library 
screen (DEL)によるタ
ンパク質安定化

NxDesignTM

✓ 世界で最初に
GLP-1受容体の
複合体構造解明

NxHitTM

✓ 独自の低分子化合物
ライブラリ 
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Peptide

Small molecule

低分子の治療機会 2種のケモタイプが主戦場 ネクセラの差別化アプローチ

GLP-1作動薬低分子の特許:

*SME = Small Molecule Entity
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直近の海外での大型提携は経口薬による差別化可能性を如実に反映

前臨床段階の開発品: 投資とパイプライン拡大における戦略

買収元 買収先
主要開発品
 (前臨床)

日付 一時金 総額ディール

Madrigal 

Pharma

CSPC 

Pharma
GLP-1作動薬 2025年7月 $120M Up to $2Bn

Novo Septerna

Multiple 

including 

GLP-1作動薬
2025年5月 $200M Up to $2.2Bn

Merck
Hansoh 

Pharma
GLP-1作動薬 2024年12月 $112M Up to $1.9Bn

経口GLP-1作動薬関連提携は数十億ドル規模

※経口GLP-1作動薬に関する過去8カ月間の取引を記載

次世代肥満薬は経口投与可能かつ安全性の高い製品が重要、当社は開発を主導可能な体制が構築

*SME = Small Molecule Entity

経口薬による肥満関連領域に与えるインパクト

✓ 長期的な体重管理：注射剤に続く治療選択肢、容易な用量

設定等の利便性

✓ 肥満に関連する重大な合併症を標的：心血管疾患、腎疾患、

肝疾患や新たな適応症への治療効果の改善

✓ 副作用低減と治療が困難な患者への拡大：高齢者、閉経後

女性、サルコペニアの方を対象にした治療薬

✓ 併用療法：高い安全性が不可欠



東京都港区赤坂
9-7-2
ミッドタウンイースト

107-0052

日本東京

F17, 410 Teheran-
Ro
GangHam-Gu
Seoul 06192

韓国ソウル

Steinmetz Building
Granta Park,
Cambridge
CB21 6DG

英国ケンブリッジ

Spaces Grosspeter 
Tower, 
Grosspeteranlage 
29, 
4052 Basel

スイスバーゼル
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Locations



BREAKTHROUGHS IN PROGRESS ● BREAKTHROUGHS IN PROGRESS ● BREAKTHROUGHS IN PROGRESS

Thank you
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